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西東京市市民協働推進センター 1 

令和 4年度第 6回運営委員会会議録（確定稿） 2 

■開催日時：令和 4年 2月 21日(火)午後 7時 00分～8時 00分 3 

■開催場所：オンライン開催（Zoom） 4 

■出席委員：川村委員、佐藤委員、柴委員、樋口委員、久松委員、樋口委員、馬渕委員 <以上 7名> 5 

■事 務 局：小松センター長、鈴木副センター長、小口福祉活動推進課長、中澤地域福祉推進係長 6 

 7 

1.報 告 事 項  8 

1．事業報告について 9 

事務局より、12-1月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談10 

について説明があった。 11 

委員長：NPO市民フェスティバルについて詳しく聞きたい。 12 

事務局：今回は初の試みとして展示をフレスポひばりが丘で 1週間開催した。久しぶりのリアル開催13 

でもあり、参加団体のアンケートでは展示をゆっくり見ている方もあり参加してよかった14 

等、展示期間が 1週間あったことは大変評判がよかった。また、フレスポひばりが丘のスク15 

リーンに 3分活動紹介動画を投影していたことも評価された。ゆめこらぼホームページ内16 

YouTube視聴回数は現段階で 127回だが、3月末まで配信する。来場者アンケート数は 1317 

回答だが、昨年の 3倍となった。次年度開催に向けアンケート結果など参考にしていく。 18 

 19 

2．2月以降の事業について 20 

事務局より、2月以降の実施事業について説明があった。 21 

委員長：改めて地域協力ネットワークについて説明して欲しい。 22 

事務局：西東京市の主導で行われた市の施策である。西東京市は自治会町内会の加入率が低く 20%を23 

切るところもあり、自治会町内会が無いエリアもある。ゆるくてもつながりがある地域づく24 

りが大切だという視点から行政が考えたものである。西東京市を 4つのエリア南部、西部、25 

中部、北東部に分け立ち上げた。組織の制限はなく学校、警察、消防署、NPO法人、社会福26 

祉法人、病院、動物病院、地域包括支援センターなど様々なセクターが、そして全ての地域27 

が緩くつながる地域協力ネットワークが設立された。地域協力ネットワークは市から各ネッ28 

トワークに年間 50万円の補助金が付く。ゆめこらぼがコーディネートして始まった FM西東29 

京コミュニティ FM放送局を使って南部と西部が月 5万円ずつ出し合い、広報・PR事業の一30 

つとして協働で生放送番組を製作し放送している。 31 

委員長：結構な予算を使っているので有効に活用し、ゆるくつながるところを市民に PRして欲しい。 32 

事務局：3月 1日号の市報の 1面に地域協力ネットワークの広報と報告の記事が掲載される。現在ゆ33 

めこらぼがコーディネートしている 4つの地域協力ネットワーク生誕祭を 3月 25日に向け34 

準備している。4つの地域協力ネットワークから 2名ずつ実行委員を募り、行政主導ではな35 

く実行委員会で生誕祭合同講演会を開催する。 36 

 37 

2．審 議 事 項 38 

1. 前回の会議録について 39 
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委員長：意見が無ければ確定稿とする。 1 

 2 

3．協 議 事 項 3 

1. センターの業務の執行に関する事項について 4 

事務局より、令和 5年度運営委員（案）について説明があった。 5 

事務局：次年度運営委員会の開催曜日変更についてご意見を伺いたい。 6 

委員長：第 3月曜日について検討して欲しい。 7 

 8 

2. 令和 5年度の事業計画について 9 

事務局より、令和 5年度事業計画（案）について説明があった。 10 

委 員：目標値について数字が入っているものと通年があり、通年は最後の評価も通年となる。本当11 

にそれでよいのか振り返ってはどうか。例えばホームページの充実は通年充実していました12 

だけではなく、更新を年間 3回やりましたとか数字を入れることにより目標が達成されたか13 

わかる部分もある。通年という目標値をどう考えていくのか、中には通年が良い場合もある14 

が、数字で反映できる部分は数字で表した方が後で評価がしやすいのではないか。 15 

事務局：以前は数字が入っていたところもあった。数字で表した方が良い部分と通年が良いのか行政16 

とも話し合った方がいい時期に来ていると思う。相談も以前は件数であったが、内容ではな17 

く 100件あれば良いのかとの意見もあるため、表現について見直す良い機会と感じている。 18 

委員長：センターの来訪者の目標値について聞きたい。 19 

事務局：今年度は来訪者が増加している。現時点で 1800人を超えているので 600人増やして 180020 

人にした。 21 

委 員：コロナ禍においてオンラインをよく活用し、今年の NPO市民フェスティバル等もとても良か22 

ったので、今後も技術面で活用してもらいたい。地域協力ネットワークもゆめこらぼで引っ23 

張って行ってもらいたい。ゆめこらぼの活動が市民に伝わるようにしてもらいたい。 24 

委 員：計画を立てる時は、報告の内容を先に決めるという発想もある。例えばホームページでもど25 

のような報告をしたら、ゆめこらぼががんばっていると市にもわかるような目標をたてると26 

よい。また、運営及び維持管理の部分で研修に 20回参加したら人が育つのかは疑問だ。この27 

ことがゆめこらぼの為になったなど、魅力を伝える報告をすることで市の受け取り方も変わ28 

ってくると思う。 29 

事務局：目標値だが、他の部署でもそういう問題がある。検討していきたい。 30 

委 員：来年度に向けて人が集まるイベントをやっていく際、ゆめこらぼが引っ張っていける存在に31 

なってもらいたい。更に次の年度にも向けて準備をしてもらいたい。 32 

事務局：オンラインが進み利点は増えたが、今回 NPO市民フェスティバルでパネル展示をリアルで開33 

催した結果、人が途切れることもなく実際に団体同士が会うことで膨らんだ部分がある。来34 

年度もそれに向けて計画を立てていきたい。 35 

委 員：サロンスペースの利用が増えてきているのはどのような利用が増えているのか。この先コロ36 

ナを経て 3年後 5年後どうなっていたら嬉しいのかそれを踏まえて長期的に取り組んでいき37 

たい未来の姿がどこかで見られると良いのではないか。 38 
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事務局：3年後 5年後についてだが、老若男女生きづらさを感じていると思う。ゆめこらぼは大枠の1 

事業は決まっているが、そこには本当に市民が優しくなれるには、笑顔でいられるにはどう2 

いうことだろうとか企画を考えていくところがベースとなっている。 3 

事務局：サロンの利用についてだが、活動する団体が増加しているため、普段利用していた活動の場4 

所が使ずサロンを貸して欲しいとの希望が増加している。また、印刷物を配布するにあたり5 

作業の場所として、iPadを利用し Zoom会議に参加するなど様々な形で利用してもらってい6 

る。本日などはプロジェクターを使い新しく活動に参加した方に団体の活動を説明するため7 

にサロンを利用していた。やはりいつもの場所が使えなかったとのことだ。 8 

委 員：市内の活動団体が活動の場所、集まる場所などの活動拠点の情報をどのような形で提供して9 

いるのか。他市も社会資源の一覧的なものを作る動きがあるので、そのあたりの情報やニー10 

ズ、日頃の情報提供の方法など教えて欲しい。 11 

事務局：それについては形にできていない。気づくきっかけとして、自治会が持っている集会所を利12 

用してもらえるよう広報の依頼があった。西東京市も地区会館がコミュニティーセンターに13 

変更になったことについて広報も一括してできていなかった。これから PRする方法など情14 

報を集めて一元化できるか行政にも相談はしているが、なかなか動きがないので、逆に他市15 

の情報がもらえたら有難い。 16 

 17 

そ の 他  18 

 19 

1. 職員募集について 20 

事務局より、職員募集について説明があった。 21 

 22 

2. 次回運営委員会日程について 23 

日時：3月 22日（火）19時～20時 24 

会場：ゆめこらぼサロン＆オンライン Zoom（ハイブリッド） 25 


